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森 の国だより

第
64
回
不
器
男
忌
俳
句
大
会

２
18

　

２
月
18
日
㈰
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
第
64
回
不
器
男
忌
俳
句
大
会
が
開
催
さ

れ
、
町
内
外
か
ら
俳
句
愛
好
家
約
80
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
愛
媛
大
学
教
育
学
部
の
青あ
お

木き

亮ま
こ
と人
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
芝

不
器
男
の
余
白
と
緩
急
の
凄す
ご

さ
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
青
木

さ
ん
は
、
不
器
男
の
緩
急
を
巧
み
に
使
い
分
け
る
技
法
と
、
鋭
い
感
性
に
基

づ
い
た
句
作
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
、
話
を
聞
く
参
加
者
も
真
剣
な
表
情
で
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
前
募
集
の
兼
題
句
に
は
、
一
般
の
部
に
６
９
０
句
、
児
童
生
徒

の
部
に
２
，
７
７
３
句
、
合
計
で
３
，
４
６
３
句
の
応
募
が
あ
り
、
大
会
当

日
に
は
、
各
部
門
の
入
選
句
の
講
評
や
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
選
句
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
の
部
】

愛
媛
新
聞
社
賞

　

時
雨
る
る
や
背
中
合
わ
せ
の
駅
の
椅
子

　
　
　
　
　

 

松
山
市　

梅
木
由
紀
美

松
野
町
長
賞

　

餅
花
や
今
も
昭
和
に
棲
む
母
と

 

宇
和
島
市　

長
谷
み
つ
る

松
野
町
教
育
長
賞

　

仕
合
せ
の
愚
痴
を
き
ゝ
を
り
女
正
月

 

東
温
市　

近
藤　

千
春

松
野
町
文
化
協
会
長
賞

　

二
つ
足
し
一
つ
減
ら
し
て
栗
量
る

 

松
山
市　

三
原
ユ
タ
カ

葛
句
会
長
賞

　

甲
冑
に
口
中
の
闇
冬
に
入
る

 

宇
和
島
市　

二
宮　

洋
子

愛
媛
県
文
化
協
会
長
賞

　

冬
籠
る
心
張
棒
を
戸
に
噛
ま
し

 

宇
和
島
市　

森
田　

た
み

【
高
校
生
の
部
】 

（
学
年
は
平
成
三
十
年
一
月
募
集
時
点
）

最
優
秀
（
一
句
）

　

か
り
が
ね
や
粗
塩
の
ご
と
祖
父
は
老
い

 

伯
方
高
等
学
校
一
年　

仲
田　

彩
乃

優
　
秀
（
三
句
）

　

古
書
店
に
胡
桃
転
が
る
音
一
つ

 
幸
田
高
等
学
校
一
年　

原　
　

悠
菜

　

銀
鮭
の
顎
お
と
う
と
は
反
抗
期

 

伯
方
高
等
学
校
二
年　

馬
越　

三
奈

　

手
を
つ
け
る
水
の
あ
か
る
き
久
女
の
忌

 

立
教
池
袋
高
等
学
校
三
年　

久
米　

佑
哉

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】 

（
学
年
は
平
成
三
十
年
一
月
募
集
時
点
）

最
優
秀
（
一
句
）

　

木
き
ん
の
ポ
ポ
ポ
ポ
ポ
ポ
ン
ね
こ
じ
ゃ
ら
し

 

家
串
小
学
校
二
年　

浅
野　

迦
恋

優
　
秀
（
三
句
）

　

 

う
ん
ど
う
じ
ょ
う
が
ま
ち
に
な
っ
て
く
う
ん
ど
う
か
い

 

三
崎
小
学
校
一
年　

大
石　

瑠
生

　

書
き
ぞ
め
で
息
止
め
て
か
ら
点
を
打
つ

 

泉
小
学
校
三
年　

山
岡　

篤
弘

　

青
嵐
後
半
せ
ん
へ
つ
な
ぐ
パ
ス

 

家
串
小
学
校
三
年　

末
弘　

哲
也

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】 

（
学
年
は
平
成
三
十
年
一
月
募
集
時
点
）

最
優
秀
（
一
句
）

　

海
に
お
う
夕
焼
け
行
き
の
バ
ス
に
乗
る

 

家
串
小
学
校
六
年　

織
田　

凜
花

優
　
秀
（
三
句
）

　

音
楽
室
九
こ
の
机
冬
う
ら
ら

 

中
浦
小
学
校
四
年　

赤
﨑　

未
玖

　

大
そ
う
じ
昔
の
お
も
ち
ゃ
に
手
が
止
ま
る

 

鶴
島
小
学
校
五
年　

岡
崎　

紗
和

　

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
い
つ
も
目
が
合
う
冬
の
朝

 

中
浦
小
学
校
六
年　

岩
﨑　
　

晴

【
中
学
生
の
部
】 

（
学
年
は
平
成
三
十
年
一
月
募
集
時
点
）

最
優
秀
（
一
句
）

　

背
泳
ぎ
の
動
か
ざ
る
雲
動
か
せ
り

 

広
見
中
学
校
二
年　

竹
崎　
　

仁

優
　
秀
（
三
句
）

　

逆
上
が
り
蹴
っ
た
秋
空
う
ろ
こ
雲

 

広
見
中
学
校
一
年　

本
多　

萌
永

　

夕
暮
れ
る
柚
子
湯
が
香
る
町
香
る

 

城
東
中
学
校
二
年　

菅
原　

美
咲

　

シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
猫
な
る
布
団
か
な

 

名
古
屋
中
学
校
三
年　

冨
田　

孝
太

▲愛媛大学教育学部　青木亮人さん



3

森 の国だより

第
６
回
森
の
国
戦
国
武
者
伝
走
大
会

2
25

　

２
月
25
日
㈰
、
森
の
国
戦
国
武
者
伝
走
大
会
が
虹

の
森
公
園
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で

６
回
目
と
な
る
こ
の
大
会
は
、
選
手
自
ら
が
趣
向
を

凝
ら
し
た
段
ボ
ー
ル
製
の
甲
冑
を
ま
と
っ
て
タ
ス
キ

を
つ
な
ぐ
駅
伝
大
会
で
、ス
ピ
ー
ド
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
デ
ザ
イ
ン
や
走
行
中
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
競

う
の
も
こ
の
武
者
伝
走
大
会
の
特
徴
で
す
。

　

当
日
は
、大
会
終
盤
に
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、

甲
冑
を
身
に
ま
と
っ
た
約
２
２
０
名
の
武
者
た
ち
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

全
５
区
間
の
コ
ー
ス
を
タ
ス
キ
で
繋
ぐ
こ
の
伝
走

大
会
は
、
第
１
区
は
陣
が
森
、
２
区
は
永
昌
寺
、
３

区
は
大
森
城
、
４
区
は
御
威
神
社
、
最
終
５
区
は
河

後
森
城
跡
を
そ
れ
ぞ
れ
折
り
返
す
コ
ー
ス
で
、
砂
道

や
階
段
、
山
道
を
含
む
険
し
い
コ
ー
ス
を
武
者
た
ち

が
走
り
抜
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
初
陣
子
ど
も
武

者
拾
町
走
」
も
開
催
さ
れ
、
甲
冑
を
身
に
ま
と
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
元
気
よ
く
駆
け
抜
け
た
ほ
か
、
森
の

国
山
城
の
会
に
よ
る
中
世
の
接
待
饗
応
の
膳
を
史
実

に
基
づ
き
再
現
し
た
「
戦
国
御
膳
」
が
抽
選
で
選
ば

れ
た
チ
ー
ム
に
振
る
舞
わ
れ
、
楽
し
み
な
が
ら
学
べ

る
戦
国
武
者
伝
走
の
目
標
に
よ
り
近
づ
く
こ
と
が
出

来
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、会
場
で
は
「
予
土
う
ま
い
も
の
合
戦
」

が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
来
訪
者
の
中
、
虹
の
森
公
園

は
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

【男 子 の 部】 高知中央高校AC（高知市）

【女 子 の 部】 オレンジクイーン（宇和島市）

【子ども武者の部】 清家　楓（鬼北町）

【大 う つ け 賞】 オールしゃるく（松野町・宇和島市）

【ベスト甲冑賞】 貝の会（宇和島市）



4

森 の国だより

▲宝本志保さんの講演▲宝本志保さんの講演

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
展
示
会

あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
閉
講
式

２
26～

２
27

　

２
月
26
日
㈪
か
ら
３
月
16
日
㈮
ま
で
の
間
、
町
民
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー
で
、
選
挙
啓

発
ポ
ス
タ
ー
展
示
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
よ
り
、
選
挙
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
、
今
年
度
は
、
松
野
西
、
南
小
学
校
か
ら
５
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
明
る
い
選
挙
、
き
れ
い
な
選
挙
の
実
現
に
向
け
て
描
い
た
作
品
は
、

ど
れ
も
素
晴
ら
し
い
出
来
と
な
っ
て
お
り
、
来
場
し
た
人
た
ち
は
、
思
わ
ず
作
品
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

２
月
27
日
㈫
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で

「
あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
」
の
閉
講
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
は
小
学
生
14
名
・
中

学
生
４
名
の
計
18
名
が
６
月
か
ら
毎

週
火
曜
日
に
隣
保
館
、
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
教
科
学
習
や
同
和
問

題
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
に
関
す
る
学
習
を
行
い
ま
し

た
。
６
月
、
８
月
に
は
「
フ
レ
ン
ド

ま
つ
の
」や
香
川
県
の「
大
島
青
松
園
」

を
訪
問
し
、
交
流
学
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
ま
た
、
12
月
に
は
、
宇
和

島
市
の
「
遠
見
こ
ど
も
会
」
の
皆
さ

ん
と
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
し
、
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
１
月
に
は
、「
森

の
国
人
権
の
集
い
」
で
政
石
蒙
さ
ん

の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

閉
講
式
で
は
修
了
証
書
授
与
の
後
、

児
童
・
生
徒
１
人
ひ
と
り
が
１
年
間

学
ん
だ
こ
と
の
成
果
や
感
想
を
発
表

し
、
あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
の
う
た
「
青

空
」
を
全
員
で
合
唱
し
て
式
が
閉
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
も
あ
お
ぞ
ら
子
ど
も

会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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虹
の
森
公
園
が
平
成
29
年
モ
デ
ル
「
道
の
駅
」（
地

域
交
通
拠
点
部
門
）
に
認
定
さ
れ
、
１
月
24
日
㈬
、
国

土
交
通
省
（
中
央
合
同
庁
舎
）
で
行
わ
れ
た
認
定
証
授

与
式
に
お
い
て
、
坂
本
町
長
に
対
し
石
井
国
土
交
通
大

臣
か
ら
認
定
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
昨
年
発
表
が
あ
り
ま
し
た

が
、
今
回
正
式
に
他
の
６
つ
の
道
の
駅
と
と
も
に
認
定

証
が
授
与
さ
れ
た
も
の
で
、
道
の
駅
を
拠
点
と
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
宇
和
島
自
動
車
バ
ス
が
連
携
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
地
域
住
民
の
利
便
性
を
確
保
し
て
き
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

授
与
式
の
後
、
認
定
７
市
町
村
長
か
ら
ま
ち
の
Ｐ
Ｒ

が
な
さ
れ
、
坂
本
町
長
が
虹
の
森
公
園
、
そ
し
て
松
野

町
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
今
後
更
に
活
用
の
幅
を
広
げ
て
い
き

た
い
旨
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

虹
の
森
公
園
が
平
成
29
年
モ
デ
ル

「
道
の
駅
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

　

町
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
「
森
の
国
山
城
学
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
資
源
で
あ
る
山
城

を
活
用
し
た
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
本
町
の
魅
力

を
発
見
し
、
本
町
に
愛
着
の
あ
る
児
童
を
育
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
町
内
３
つ
の
小
学
校
５
・
６

年
生
が
対
象
で
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
史
跡
河
後

森
城
跡
の
学
習
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

森
の
国
山
城
学
の
特
徴
は
２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目

は
、
学
び
を
深
め
る
た
め
体
験
学
習
を
多
く
取
り
入

れ
た
授
業
で
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
攻
防
体

験
や
戦
国
料
理
づ
く
り
体
験
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
２
つ
目
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
処
理
又
は
情
報
通
信
に

関
連
す
る
技
術
の
総
称
）
を
活
用
し
た
授
業
で
あ
る
こ

と
で
す
。町
内
3
小
学
校
で
の
交
流
学
習
は
も
ち
ろ
ん
、

町
外
の
小
学
校
と
も
交
流
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
授
業
が
評
価
さ
れ
、
町
内
３
小
学
校
が
日

本
教
育
公
務
員
弘
済
会
教
育
賞
の
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

森
の
国
山
城
学
を
実
施
し
て
い
ま
す
！

防災安全コーナー
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
つ
い
て

手
を
挙
げ
て　
車
に
ア
ピ
ー
ル　
「
渡
り
ま
す
！
」

　

４
月
６
日
㈮
か
ら
15
日
㈰
ま
で
の
10
日
間
、
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
町
内
で
も
各
機
関
に
よ
り
交
通
安
全

の
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

春
の
交
通
安
全
運
動　

実
施
予
定

６
日
㈮８時
自
動
車
パ
レ
ー
ド

人
の
輪
作
戦

虹
の
森
公
園

前
交
差
点

11
日
㈬10時
交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
配
布

（
松
丸
保
育
園
児
）

役
場
前

12
日
㈭10時
交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
配
布

（
吉
野
生
保
育
園
児
）

伊
井
公
園
前

期
間
中
街
頭
指
導

安
全
旗
の
掲
揚

交
通
安
全
施
設
の
点
検

町
内
全
域

※　

天
候
等
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳しくは内閣府のホームページをご覧ください。

▲ICTを活用した交流学習の様子

▲攻防体験の様子
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３
月
６
日
㈫
に
古
城
園
で
「
森
の
国
子
ど
も
大
会
議
」

に
よ
る
寄
贈
品
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
森
の
国
子
ど
も
大
会
議
」
は
、
町
内
の
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
で
構
成
さ
れ
、
町
内
の
福
祉
施
設
の
運
営
に

役
立
て
て
も
ら
う
た
め
、
一
円
玉
募
金
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
募
金
に
よ
り
今

回
は
古
城
園
に
対
し
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
２
台
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

２
月
18
日
㈰
、
鬼
城
太
鼓
保
存
会
の
30
周
年
記
念
コ

ン
サ
ー
ト
が
、
南
予
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
約
７
０
０

人
の
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

鬼
城
太
鼓
は
昭
和
63
年
の
発
足
以
来
、
演
奏
活
動
を

通
し
て
ま
ち
お
こ
し
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
今
回
の
公
演
は
、
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
た
道
の

り
で
出
会
っ
た
方
々
、
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

に
感
謝
の
気
持
ち
と
感
動
を
届
け
た
い
と
い
う
メ
ン

バ
ー
の
気
持
ち
が
凝
縮
さ
れ
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
鬼
城
太
鼓
創
設
時
の
Ｏ
Ｂ
有
志
か
ら
新
規

会
員
ま
で
、
ま
た
、
発
足
20
周
年
を
迎
え
る
ジ
ュ
ニ
ア

チ
ー
ム
の
森し
ん

風ぷ
う

な
ど
、
総
勢
約
50
名
の
メ
ン
バ
ー
が
発

足
当
時
か
ら
の
歴
史
を
辿
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
熱
演
し
、

友
情
出
演
で
は
、
鬼
城
太
鼓
発
足
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
「
伊
吹
龍
心
太
鼓
」（
宇
和
島
市
）、親
交
の
深
い
「
大

飯
ブ
レ
イ
ズ
」（
福

井
県
）、
松
山
ま
つ

り
の
「
小
唐
人
大
神

輿
」
な
ど
、
こ
れ
ま

で
の
活
動
を
支
え
て

く
れ
た
仲
間
が
駆
け

つ
け
、
公
演
に
華
を

添
え
る
な
ど
、
最
後

の
ア
ン
コ
ー
ル
ま
で

盛
り
上
が
っ
た
記
念

公
演
と
な
り
ま
し

た
。 鬼

城
太
鼓
30
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

「
森
の
国
子
ど
も
大
会
議
」
に
よ
る

寄
贈
品
贈
呈
式

ま
ち
の
投
句
箱

葛
句
会
　
二
月
例
会
句
会　
於　
町
民
セ
ン
タ
ー

か
い
つ
ぶ
り
群
れ
な
す
渕
の
広
さ
か
な 

伊
井　

は
じ
め

干
大
根
今
日
で
三
日
の
日
の
恵
み 

伊
藤　
　

富
子

生
き
る
と
は
食
べ
る
こ
と
な
り
寒
卵 

岡
本　
　

京
子

恋
猫
の
顔
に
傷
し
て
帰
り
来
ぬ 

金
谷　
　

重
子

北
斗
星
光
を
異
に
冴
え
返
る 

金
谷　
　

文
恵

残
雪
や
北
向
く
山
の
檜
伐
る 

谷　
　

き
よ
し

奥
伊
予
の
暮
ら
し
に
も
慣
れ
福
寿
草 

布　
　
　

康
江

掛
時
計
九
つ
打
っ
て
雪
が
降
る 

ひ
の　

た
い
ら

ち
ょ
っ
と
い
ゝ
話
し
持
ち
寄
り
日
向
ぼ
こ 

山
下　

ス
ミ
子

俳
句
の
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句　
二
月
投
句
分

《
不
器
男
記
念
館
》

　

不
器
男
忌
の
不
器
男
訪
ね
て
梅
の
花

 

松
山
市　
　

梅
木　

由
紀
美

　

木
洩
れ
日
の
切
り
株
蟻
の
穴
を
出
ず

 

宇
和
島
市　

中
浦　

ミ
ヱ
子

　

囲
炉
裏
あ
る
不
器
男
の
生
家
春
き
ざ
す

 

松
山
市　
　

井
上　

由
美
子

　

裏
庭
へ
つ
づ
く
飛
び
石
春
の
雨

 

東
温
市　
　

近
藤　
　

千
春

　

軒
下
に
石
臼
あ
り
て
春
日
和

 

愛
南
町　
　

モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
え
の
く
し

　

い
く
つ
も
の
へ
や
に
は
は
い
く
ク
ロ
ー
バ
ー

 

愛
南
町　
　

モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
二
ご
う

　

春
風
や
心
洗
は
る
不
器
男
の
句

 

東
温
市　
　

宝　

 

泉 　

坊

《
虹
の
森
公
園
》

　

白
魚
の
跳
ね
て
こ
ぼ
る
る
量
り
桝

 

八
幡
浜
市　

節　
　
　
　

女

　

ご
ろ
ご
ろ
と
鳴
っ
て
す
ぐ
止
む
春
の
雷

 

八
幡
浜
市　

一　
　
　
　

夘

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
句
箱
》

　

春
の
陽
に
快
走
し
た
る
鎧
武
者

 

須
崎
市　
　

野
中　
　

泰
風
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　　　 の掲示板　　　　　　ま　　　ち　　　　　　ち　　　ち　　　　　　　　　ち

世帯数　2,045世帯（－４世帯）

総人口　4,066人 （－９人）
男1,914人　女2,152人
（２月中の異動）

　　○出　生　２人　○死　亡　５人
　　○転　入　18人　○転　出　24人

平成30年２月28日現在
※外国人を含みます。

町 の 人 口

　

Ｊ
Ｒ
松
丸
駅
構
内
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
交
流
館
（
森

の
国
ぽ
っ
ぽ
温
泉
）」
の
駐
車
場
は
、
同
館
を
は
じ
め
、

公
共
交
通
機
関
や
松
丸
商
店
街
を
利
用
さ
れ
る
方
の
駐

車
場
と
し
て
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
駐
車
場
を
利
用
さ
れ
る
方
が
増
え
、
特
に
休

日
や
夜
間
に
は
、
慢
性
的
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
し
、

そ
の
利
用
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
不
足
の
解
消
に
よ
る
利

便
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
増
加
に
よ

る
地
域
活
性
化
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
同
館

東
側
に
新
た
に
駐
車
場
を
整
備
（
増
設
）
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
た
に
増
設
し
た
駐
車
場
の
駐
車
可
能
台
数

は
18
台
で
、
２
月
15
日
か
ら
供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

中
央
診
療
所
の
大
野
篤
志
で

す
。
こ
の
度
の
人
事
で
４
月
よ

り
県
立
中
央
病
院
へ
異
動
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
年
前
に
松
野
町
へ
赴
任
し

て
き
て
驚
い
た
こ
と
の
一
つ
と

し
て
、
医
療
・
福
祉
・
介
護
の
連
携
の
近
密
さ
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
毎
週
行
わ
れ
て
い
る
連
携
会
議
を
始
め
と

し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
方
々
か
ら
保
健
福
祉
課
の

方
々
ま
で
、
本
当
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
こ
と
を
よ
く
把

握
さ
れ
て
お
り
、
些
細
な
事
で
も
相
談
し
や
す
い
環
境

に
は
何
度
も
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
お
元
気
な
方
が
多
く
、
よ

う
や
く
名
前
を
聞
い
て
顔
が
思
い
浮
か
ぶ
程
に
な
れ
た

頃
合
い
で
の
異
動
と
な
っ
て
し
ま
い
、
本
当
に
残
念
で

す
。

　

私
自
身
、
松
野
町
に
成
長
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
３
年

間
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
他
の
県
内
へ
き
地
で

の
診
療
に
活
か
し
て
い
く
と
と
も
に
、
さ
ら
に
成
長
を

し
て
再
び
こ
の
地
域
へ
戻
っ
て
こ
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
央
診
療
所
大
野
副
所
長
退
任
あ
い
さ
つ

ふ
れ
あ
い
交
流
館
（
森
の
国
ぽ
っ
ぽ
温
泉
）
の

駐
車
場
を
増
設
し
ま
し
た

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

（
敬
称
略
）

（
住
所
）
（
保
護
者
）

（
出
生
児
）（
性
別
）

豊
　
前

竹
﨑
　
由
博

　
　
由
加
梨

楓ふ
う

華が

男

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

吉
　
野
　
津
村
　
英
志
　
　
50
歳

奥
野
川
　
藤
岡
　
光
伯
　
　
85
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

城
口
千
鶴
子 

松
野
町

一
森
　
大
岳 

松
野
町

樋
口
喜
久
子 

鬼
北
町

藤
岡
　
勘
一 

鬼
北
町

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

増設した駐車場は、ふれあい交流館正面に向かって右側（東側）です

▼増設した駐車場（駐車可能台数18台）
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Informationお し ら せ

女
性
農
業
委
員
伝
言
板　
№
９

農業委員会だより（４月号）
　

２
月
15
日
㈭
、
え
ひ
め
共
済
会
館
で
開

催
さ
れ
た
平
成
29
年
度
県
耕
作
放
棄
地
対

策
研
修
会
で
、
奥
内
の
里
保
存
会
が
耕
作

放
棄
地
対
策
優
良
団
体
表
彰
の
県
農
業
会

議
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

奥
内
の
里
保
存
会
は
、
平
成
11
年
に
奥

内
の
棚
田
が
「
日
本
の
棚
田
百
選
」
に
選

定
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
地
元
の

有
志
が
保
存
会
を
立
ち
上
げ
、
地
域
を
挙

げ
て
草
刈
り
や
泥
上
げ
、
石
積
み
の
修
復

作
業
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
み
、
荒
廃
農

地
の
未
然
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
後
に
は
優
良
事
例
発
表
も
行
わ

れ
、
県
内
の
関
係
団
体
者
等
に
活
動
の
内

容
や
成
果
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

会
長
の
井
上
一
弥
さ
ん
は
、
今
後
は
こ

の
美
し
い
景
観
を
武
器
に
、
米
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
も
挑
戦
し
、
地
域
の
努
力
が
農
家

の
所
得
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
の
意
気
込
み
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

奥
内
の
里
保
存
会
が
耕
作
放
棄
地

対
策
優
良
団
体
表
彰
を
受
賞

　

今
回
は
、
町
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
女
性
農
業
者
の
渡わ
た

邊な
べ

能よ
し

子こ

さ
ん

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

お
隣
の
鬼
北
町
の
近
永
で
生
ま
れ
育
ち
、
夫
の
保た
も
つ

さ
ん
と
結
婚
し
た

こ
と
を
機
に
現
在
お
住
い
の
目
黒
で
農
業
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
は
基
盤
整
備
も
し
て
い
な
い
小
さ
な
農
地
で
、
コ
ツ
コ
ツ
と

水
稲
中
心
の
営
農
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、時
代
の
流
れ
の
中
で
、

水
稲
を
中
心
と
す
る
専
業
農
家
は
次
第
に
少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
ん
な
時
に
町
か
ら
施
設
整
備
事
業
の
紹
介
が
あ
り
、
そ
れ
を

機
会
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
整
備
し
、
果
物
や
野
菜
の
栽
培
を
本
格
的

に
開
始
し
て
、
今
で
は
い
ち
ご
と
き
ゅ
う
り
を
営
農
の
中
心
に
据
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

お
話
を
伺
っ
て
い
る
間
も
保
さ
ん
は
熱
心
に
収
穫
に
励
ま
れ
て
お
り
、

優
し
く
声
を
掛
け
合
う
仲
睦
ま
じ
い
ご
夫
婦
の
や
り
と
り
を
拝
見
し
、

長
く
営
農
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
秘
訣
を
見
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
の
農
業
を
担
う
若
い
世
代
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
、色
々

な
役
職
を
経
験
し
、
多
く
の
人
と
交
流
す
る
こ
と
で
見
識
を
深
め
る
こ

と
が
出
来
た
と
思
う
の
で
、
特
に
こ
れ
か
ら
の
女
性
農
業
者
は
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
に
積
極
的
に
参
加
し
、
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
っ
て
欲
し
い

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
伺
う
と
、
自
分
よ
り

も
年
配
の
方
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
方

も
多
く
、
そ
う
い
っ
た
方
々
に
元
気
を

も
ら
い
な
が
ら
自
分
も
ま
だ
ま
だ
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
抱
負
を
述
べ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

虹
の
森
公
園
か
ご
も
り
市
場
等
に
自

慢
の
い
ち
ご
や
野
菜
を
出
荷
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
試
食
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
42
・
１
１
１
４

　県障がい者スポーツ大会は、障がいのある選手が、競技等を通じスポーツの楽しさを体験するとともに、県民の
障がいに対する理解を深め、障がい者の社会参加の推進に寄与することを目的として次のとおり開催されます。

個人競技 開催日 参加申込期限 場　所
陸上競技

５/27㈰ ３/30㈮ 愛媛県総合運動公園
（松山市上野町乙46）

卓球（STT含む）
アーチェリー
フライングディスク

ボウリング ６/10㈰ ４/10㈫ キスケボウル
（松山市宮田町4）

水泳 ７/７㈯ ６/１㈮ アクアパレットまつやま
（松山市市坪西町625-1）

【参加資格】
　13歳以上（H30. ４. １現在）の身体障がい者・知的障がい者で原則県内在住の方
【申込・問い合わせ先】
　在　宅　の　方：保健センター内保健福祉課（☎42-0708）
　施 設 利 用 者：各施設
　特別支援学校生：各学校

第13回愛媛県障がい者スポーツ大会参加選手募集中

▲いちごの出来を見定める渡邊能子さん

▲奥内の里保存会会長の井上一弥さん
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

　後期高齢者医療制度では、医療給付費に見合う保険料収入を確保し、健全な運営を維持するため、２年に１度保
険料を見直しています。
　医療給付費は、高齢化が進んでいることや医療の高度化などにより、年々増加しています。
県後期高齢者医療広域連合では、被保険者の方の保険料負担をできる限り増やさないよう、財政安定化基金（国・
愛媛県・広域連合が３分の１ずつ積み立て）を活用することとした上で、平成30・31年度の保険料を改定しました。

保険料の計算方法
　１人当たりの保険料は、被保険者が等しく負担する「均等割額」と前年所得に応じて負担する「所得割額」の合
計になります。

保険料の負担を軽減します
所得の低い方
　世帯の所得水準に応じて、均等割額を最大９割軽減します。なお、２割軽減と５割軽減の対象が拡大されました。
被用者保険の被扶養者だった方
　制度に加入する前日に、会社の健康保険などの被用者保険の被扶養者だった方（国民健康保険・国民健康保険組
合は除く）は、所得割額の負担はなく、均等割額が５割軽減されます。

年金収入ごとの保険料年額（単身世帯の一例）
年金収入 軽減割合 平成30・31年度 平成29年度 比　較
80万円以下 均等割９割軽減 4,630円 4,630円 増減なし
150万円 均等割8.5割軽減 6,950円 6,940円 10円増

200万円 均等割２割軽減 78,360円
　※（所得割軽減なし）

71,480円
※（所得割２割軽減） 6,880円増

※ 「所得割額」を負担する方のうち、基礎控除後の総所得金額等が58万円以下の方の軽減措置は平成29年度は２割軽減でしたが、平成30年度は
軽減なしとなります。

社会全体で制度を支えています
　高齢者が安心して医療を受けられるよう、後期高齢者医療制度は、自己負担分を除き、国・県・市町の負担金（約
5割）、現役世代からの支援金（約4割）、被保険者から納めていただく保険料（約1割）を財源として運営しています。
【問い合わせ先】　　県後期高齢者医療広域連合　☎089-911-7734
　　　　　　　　　町民課　保険事業係　　　   ☎42-1113

後期高齢者医療保険料が変わります

所得割率限度額 62 万円

＝

４６，３７４円 ×
＋

８．78％（57 万円）
（４６，３０８円）

（９．16％）＊10 円未満切捨て

（ ）内は平成 28・29 年度の数値

均等割額 所得割額保険料（年額）

総所得金額等 － 33 万円

【基礎控除額 】

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

１　

行
政
相
談

【
日　
　

時
】　

４
月
10
日
㈫
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室

【
内　
　

容
】　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相
談
者
】　

山
﨑　

ル
リ
子
（
行
政
相
談
委
員
）

２　

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】　

４
月
10
日
㈫
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】　

心
配
ご
と
相
談

【
相
談
者
】　

民
生
児
童
委
員

３　

人
権
相
談

【
日　
　

時
】　

４
月
10
日
㈫
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】　

人
権
相
談

【
相
談
者
】　

人
権
擁
護
委
員

「
全
日
本
中
学
生
水
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

愛
媛
大
会
」
作
文
募
集

　

県
内
在
住
の
中
学
生
を
対
象
に
「
水
」
に
関
す
る
作
文
を

募
集
し
ま
す
。
優
秀
作
品
に
は
知
事
賞
を
贈
り
ま
す
。
こ
の

機
会
に
「
水
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
対　
　

象
】　

県
内
在
住
の
中
学
生
（
Ｈ
30
年
度
在
学
中
の
方
）

【
募
集
期
間
】　

〜
５
月
９
日
㈬

【
原　
　

稿
】　

題
名
・
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
を
含
め
て
４

０
０
字
詰
原
稿
用
紙
４
枚
以
内

【
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】　https://w

w
w
.pref.ehim

e.jp/h41200/
m
izunosakubun/m

izusakuboshuu.htm
l

【
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】　

県
水
資
源
対
策
課

　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
６
８
０

　

 

℻
０
８
９
・
９
１
２
・
２
６
７
９
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Informationお し ら せ

　

５
月
14
日
㈪
〜
12
月
３
日
㈪
の
月
曜
日

 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

【
追
加
募
集
】　

10
名
（
先
着
）

【
受
講
料
】　

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
３
，
２
４
０
円

Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
き
受
講
者
負
担
・
平
成
25
年
度
以
降
の
入
門
課
程

で
テ
キ
ス
ト
購
入
済
み
の
方
は
不
要
）

【
場　
　

所
】　

宇
和
島
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
住
吉
町
）

【
締　
　

切
】　

定
員
に
達
し
次
第

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

宇
和
島
市
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

☎
24
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
５
１
）　

℻ 

24
・
１
１
６
０

任
意
予
防
接
種
費
の
補
助
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
子
ど
も
の
任
意
予
防
接
種
の
う
ち
、
お
た
ふ
く

か
ぜ
・
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
接
種
に
要
し
た
費
用

の
全
額
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
予
防
接
種
は
、
予
防
接
種
法
で
定
め
ら
れ
た
予

防
接
種
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
や
副
作
用
に

つ
い
て
医
師
と
相
談
し
、
十
分
理
解
し
た
う
え
、
接
種
さ
れ

る
方
の
判
断
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
健
康
増
進
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

保
健
福
祉
課　

☎
42
・
０
７
０
８

平
成
30
年
度
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
第
１
回
）
と

準
備
講
習
会
試
験

●
試　
　

験

【
試
験
日
】　

６
月
24
日
㈰

【
場　
　

所
】　

一
般　

愛
媛
大
学

　
　
　
　
　
　

学
生　

吉
田
高
等
学
校
他

【
願
書
受
付
】

書
面
申
請

　

４
月
10
日
㈫
〜
４
月
20
日
㈮
ま
で

　
（
願
書
提
出
先
：
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
愛
媛
県
支
部
）

電
子
申
請

　

４
月
７
日
㈯
〜
４
月
17
日
㈫
ま
で

【
試
験
種
類
】　

甲
・
乙
・
丙
種
の
全
種
類
（
吉
田
会
場
は
乙

種
第
４
類
と
丙
種
の
２
種
類
）

【
受
験
料
】　

甲
種　

５
，
０
０
０
円

５
月
12
日
は
看
護
の
日　
看
護
の
心
を
み
ん
な
の
心
に

平
成
30
年
度
「
看
護
の
日
記
念
の
つ
ど
い
」
の
参
加
者
募
集

　
（
公
社
）
県
看
護
協
会
で
は
、
５
月
12
日
㈯
を
看
護
の
日
、

５
月
６
日
〜
12
日
ま
で
の
７
日
間
を
看
護
週
間
と
定
め
、
国

民
一
人
ひ
と
り
が
人
に
対
す
る
世
話
や
看
護
に
つ
い
て
の
関

心
と
理
解
を
深
め
、
看
護
の
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を
図

る
こ
と
で
看
護
職
員
等
の
就
業
促
進
、
活
力
あ
る
長
寿
社
会

づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
日
程
で
「
看
護

の
日
記
念
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

【
日　
　

時
】　

５
月
12
日
㈯
10
時
〜
15
時

【
場　
　

所
】　

い
よ
て
つ
高
島
屋　

７
階
キ
ャ
ッ
ス
ル
ル
ー
ム

【
内　
　

容
】　

 

10
時
〜　

開
会

　
「
未
来
に
繋
げ
よ
う　

看
護
の
こ
こ
ろ
」

○
ち
ょ
こ
っ
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
血
管
年
齢
測
定
な
ど
）

○
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
（
健
康
・
子
育
て
・
介
護
・
進
路
・
禁
煙
な
ど
）

○
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
妊
婦
・
高
齢
者
な
ど
）

○
ナ
ー
ス
の
お
仕
事
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
（
白
衣
の
試
着
、
聴
診
器
で
心
臓
の
音
を
聴
く
な
ど
）

○
災
害
へ
の
備
え
コ
ー
ナ
ー

　
（
タ
オ
ル
で
防
災
頭
巾
を
作
製
）

○
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー

　
（
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
、
か
ら
だ
の
し
く
み
パ
ズ
ル
）

　

15
時
〜　

閉
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
（
公
社
）
県
看
護
協
会 

☎
０
８
９
・
９
２
３
・
１
２
８
７

 

℻
０
８
９
・
９
２
６
・
７
８
２
５

手
話
通
訳
者
及
び
要
約
筆
記
者
養
成
研
修
に
つ
い
て

　

聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
手

話
通
訳
者
及
び
要
約
筆
記
者
の
養
成
研
修
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
受
講
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
手
話
通
訳
者

【
研
修
期
間
】　

平
成
30
年
５
月
〜
平
成
31
年
２
月

【
日　
　

程
】　

月
１
回
（
土
・
日
曜
日
）

【
会　
　

場
】　

西
条
市
内
及
び
西
予
市
内
の
２
か
所

【
定　
　

員
】　

西
条
会
場
20
名
、
西
予
会
場
20
名

【
受
講
対
象
】　

手
話
通
訳
者
養
成
講
習
会
（
通
訳
Ⅰ
）
の
修

了
者
又
は
同
程
度
（
特
定
の
障
が
い
者
や
日
常
生
活
の
簡
単

な
通
訳
が
で
き
る
程
度
）
の
手
話
技
術
を
有
す
る
方
で
、
県

内
に
居
住
又
は
勤
務
す
る
方

○
要
約
筆
記
者

【
コ
ー
ス
】　

手
書
き
コ
ー
ス
、
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

【
研
修
期
間
】　

平
成
30
年
５
月
〜
平
成
31
年
２
月

【
日　
　

程
】　

月
１
回
〜
５
回
（
土
・
日
曜
日
）

【
会　
　

場
】　

西
条
市
内

【
定　
　

員
】　

20
名

【
受
講
対
象
】　

県
内
に
居
住
又
は
勤
務
す
る
方
。
た
だ
し
、

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
研
修
修
了
者
に
つ
い
て
は
、
補
講
コ
ー

ス
を
受
講
可
能
。

【
申
込
期
間
】　

４
月
２
日
㈪
〜
４
月
27
日
㈮

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】　

県
視
聴
覚
福
祉
セ
ン
タ
ー　

☎
０
８
９
・
９
２
３
・
９
０
９
３

宇
和
島
圏
域
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
受
講
生
募
集

●
手
話
を
学
ぼ
う
〜
入
門
課
程 

　

手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
手
話
が
初
め
て
の
方
を
対

象
に
し
た
「
入
門
講
座
（
全
21
回
）」
が
宇
和
島
市
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
松
野
町
・
鬼
北
町
・
愛
南
町
の
方
も
受
講
で
き
ま
す
。

【
日　
　

時
】　

５
月
21
日
㈪
〜
11
月
19
日
㈪
の
月
曜
日

 
 
 
 
 
 

19
時
〜
21
時

【
定　
　

員
】　

25
名
（
先
着
）

【
受
講
料
】　

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
き

３
，
１
５
０
円
受
講
者
負
担
）

【
場　
　

所
】　

宇
和
島
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
住
吉
町
）

【
締　
　

切
】　

４
月
27
日
㈮
ま
で

【
申
込
方
法
】　

左
記
問
い
合
わ
せ
先
又
は
町
保
健
福
祉
課
へ

ご
連
絡
い
た
だ
い
た
方
に
申
込
用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
。
記

入
後
、
左
記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

宇
和
島
市
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

☎
24
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
５
１
）　

℻ 

24
・
１
１
６
０

●
手
話
で
話
そ
う
〜
基
礎
課
程 

追
加
募
集 

　

昨
年
度
以
前
に「
入
門
課
程
」を
修
了
し
た
方
を
対
象
に「
基

礎
課
程
（
全
25
回
）」
を
開
催
し
ま
す
。
定
員
に
余
裕
が
あ
り
、

追
加
募
集
し
ま
す
。

【
日　
　

時
】
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乙
種　

３
，
４
０
０
円

　
　
　
　
　
　

丙
種　

２
，
７
０
０
円

【
願
書
配
布
】

　

消
防
本
部
・
各
消
防
署
・
各
分
署
・
各
地
方
局
防
災
対
策
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
愛
媛
県
支
部

　

☎
０
８
９
・
９
３
２
・
８
８
０
８

●
準
備
講
習
会
（
乙
種
第
４
類
対
象
）

【
日　
　

時
】

　

５
月
25
日
㈮
〜
５
月
26
日
㈯
の
２
日
間

　

※
い
ず
れ
も
９
時
〜
16
時
ま
で

【
場　
　

所
】

　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部　

４
階
大
会
議
室

【
受
講
料
】　　

会　

員　

６
，
６
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

非
会
員　

９
，
２
０
０
円

【
テ
キ
ス
ト
代
】　

法　

令　

１
，
４
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

実　

務　

１
，
４
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

問
題
集　

１
，
７
０
０
円
（
乙
種
第
４
類
の
場
合
）

【
期　
　

間
】

　

４
月
２
日
㈪
〜
講
習
当
日

　
（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

【
申
込
先
】

　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課
内

　

宇
和
島
地
区
危
険
物
安
全
協
会
事
務
局

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課
内

　

宇
和
島
地
区
危
険
物
安
全
協
会
事
務
局

　

☎
22
・
７
５
０
１

県
か
ら
自
動
車
税
の
お
知
ら
せ

　

自
動
車
税
の
納
付
が
簡
単
、
便
利
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
自
動
車
税
定
時
課
税
分
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
の
納
付
の

ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
（Yahoo! 

公
金
支
払
い
）
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
が
で
き
ま
す
。

・  

金
融
機
関
や
県
税
窓
口
、
コ
ン
ビ
ニ
で
は
、
手
続
き
は
で

き
ま
せ
ん
。

・
納
付
期
限
内
で
あ
れ
ば
、
24
時
間
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

・  

カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
各
カ
ー
ド
会
社
の
会
員

規
約
に
基
づ
く
た
め
、
カ
ー
ド
会
社
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

・  

税
額
に
関
係
な
く
、
1
件
（
1
台
）
に
つ
き
３
２
４
円
（
税

込
）
の
決
済
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

・
領
収
書
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
自
動
車
税
納
税
証
明
書
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

・  

車
検
が
近
い
な
ど
、
お
急
ぎ
の
方
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に

よ
る
納
付
は
行
わ
ず
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
納
付
し

て
、納
税
通
知
書
右
端
の
納
税
証
明
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

県
南
予
地
方
局
税
務
課　

☎
22
・
５
２
１
１
㈹

平
成
30
年
度
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

労
働
基
準
監
督
官
は
、
労
働
関
係
法
令
に
基
づ
い
て
、
あ

ら
ゆ
る
職
場
に
立
ち
入
り
、
法
に
定
め
る
基
準
を
事
業
主
に

守
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
条
件
の
確
保
・
向
上
、
働
く

人
の
安
全
や
健
康
の
確
保
を
図
り
、
ま
た
、
不
幸
に
し
て
労

働
災
害
に
遭
わ
れ
た
方
に
対
す
る
労
災
補
償
の
業
務
を
行
う

こ
と
を
任
務
と
す
る
国
家
公
務
員
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
愛
媛
労
働
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
日　
　

時
】　

６
月
10
日
㈰

【
場　
　

所
】　

松
山
市
ほ
か
18
都
市

【
申　
　

込
】　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
申
込
み

　

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/juken.htm

l

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

愛
媛
労
働
局
総
務
課
人
事
係

　

☎
０
８
９
・
９
３
５
・
５
２
０
０

【
Ｈ　
　

Ｐ
】

○
愛
媛
労
働
局

http://ehim
e-roudoukyoku.jsite.m

hlw
.go.jp/

roudoukyoku/kokkasaiyou.htm
l

○
厚
生
労
働
省

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/general/saiyo/kantokukan.

htm
l

不
妊
治
療
費
の
助
成
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・
顕
微
授
精
）
と
、

人
工
授
精
に
よ
る
一
般
不
妊
治
療
に
対
し
て
、
治
療
に
要
し

た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
健
康
増
進
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

保
健
福
祉
課　

☎
42
・
０
７
０
８

４
月
２
日
が
納
期
限
の
税
目
等

国
民
健
康
保
険
税

第
９
期

介
護
保
険
料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

納
付
書
に
よ
り
現
金
で
納
付
を
し
て
い
た
だ
く
方
に
は
、

3
月
中
旬
に
納
付
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

紛
失
さ
れ
た
場
合
等
は
、
町
民
課
税
務
係
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

町
民
課 

税
務
係　

☎
42
・
１
１
１
２

県
美
術
館
開
館
20
周
年
記
念

　
没
後
40
年　
熊
谷
守
一　
生
き
る
よ
ろ
こ
び

　

明
治
か
ら
昭
和
を
生
き
た
画
家
、
熊
谷
守
一
。
そ
の
画
業

を
油
彩
画
を
中
心
に
、
水
墨
画
、
書
な
ど
四
国
で
初
め
て
１

９
０
点
を
超
え
る
作
品
で
振
り
返
る
展
覧
会
で
す
。

【
期　
　

間
】　

４
月
14
日
㈯
〜
６
月
17
日
㈰

【
場　
　

所
】　

県
美
術
館
新
館
１
階
企
画
展
示
室
、
２
階
常

設
展
示
室
（
松
山
市
堀
之
内
）

【
開
館
時
間
】　

９
時
40
分
〜
18
時
（
展
示
室
へ
の
入
場
は
17

時
30
分
ま
で
）

月
曜
休
館
（
た
だ
し
第
一
月
曜
開
館
、
翌
火
曜
休
館
）

【
観
覧
料
金
】　

大
人
１
，
３
０
０
円
、
高
大
生
９
０
０
円
、

小
中
学
生
７
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

熊
谷
守
一
展
実
行
委
員
会

　

☎
０
８
９
・
９
３
５
・
２
３
５
５
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医療・保健福祉情報コーナー

 第７期　高齢者福祉計画・介護保険事業計画がスタートします 
　介護保険は、制度が始まった平成12年度から３年ごとに事業計画を定め、その計画に基づいて事業を行ってい
ます。第７期計画は、平成30年度から平成32年度までの３か年が対象で、介護保険法の制度改正を含んだ内容の
計画となり、地域包括ケアシステムの深化・推進、介護保険制度の持続可能性の確保を目指すものです。
基本理念と基本目標は以下のとおりです。
　詳細は、町公式ホームページ及び保健福祉課で閲覧ができます。

○　平成30年度の医師の体制、４月外来診療予定について
　　人事異動：大野　篤志　医師（県立中央病院へ赴任）
　　　　　　　大西　　慶　医師（県立南宇和病院より着任）

月 火 水 木 金

検　査 随　時・予約制

午　前
１ 診 大西 大西 大西 大西 大西

２ 診 渡部 渡部 渡部 渡部 渡部

午　後 交代 交代 交代 交代 交代

暮らしに役立つ

～中央診療所の外来診療時間～
受付時間　７時～11時30分　12時～17時　　診療時間　９時～12時　14時～17時15分
○土・日・祝祭日・年末年始は休診です。（開業医、休日当番医をご確認ください）
○健康診断、予防接種等に関する予約等については診療時間内にお問い合わせください。

～目黒（第１木曜日）・吉野（第２木曜日）・谷口（第３木曜日）診療所の外来診療時間～
受付時間　13時～16時　診療時間　13時30分～16時30分　※都合により変更する場合があります。

看護師随時募集中！　【問い合わせ先】　中央診療所　☎42-0707

基本理念
協動による森の国まつの『地域包括ケアスシテム』の構築
～住みたい、住み続けたい、生きがいあふれる町づくりを目指して～

基本目標
・地域の支え合いによる住みよい暮らし
・支援が必要になっても住み慣れた地域で住み続ける暮らし
・適切な介護保険サービス利用による生きがいのある暮らし

所　長 渡部　洋輔

副所長 大西　　慶

協力医
芝　　壽彦

富山　　毅
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予防接種のお知らせ

【問い合わせ先】保健福祉課　☎42－0708

子どもの予防接種
　予防接種で使うワクチンには、生ワクチンと不活化ワクチンがあり、それぞれのワクチンにより接種時期や接種間隔
が異なります。かかりつけの医師と相談しながら接種を受けましょう。

予防接種一覧表（平成30年４月１日現在）
予防接種の種類 対象年齢と接種回数 標準的な接種年齢

（接種開始年齢）

ヒブ 生後２月から60月に至るまで
接種開始年齢により１～４回 生後２～７月までに接種開始

小児用肺炎球菌 生後２月から60月に至るまで
接種開始年齢により１～４回 生後２～７月までに接種開始

Ｂ型肝炎
生後１歳に至るまで
27日以上の間隔で２回接種後、１回目の接
種から139日以上の間隔で３回目を接種

生後2～ 9月

ジフテリア（Ｄ）
百日せき（Ｐ）
破傷風（Ｔ）
ポリオ（ＩＰＶ）

１期
ＤＰＴ-ＩＰＶ（四混）
ＤＴ（二混）
ＩＰＶ

生後３月から90月に至るまで
１期初回：20日以上の間隔で３回
１期追加：１期初回終了後６月以上で１回

生後３月～12月
１期初回終了後12～18月で

２期 ＤＴのみ 11歳以上13歳未満 11歳～12歳

ＢＣＧ 生後１歳に至るまでに１回 ５～８月に達するまで

麻しん（はしか）及び風しん（MR）
１期 生後12月から24月に至るまでに１回

２期 小学校就学前の１年間に１回

水痘 生後12月から36月に至るまで
３月以上の間隔で２回

生後12～15月に１回目接種
後、６～12月の間隔で２回
目を接種

日本脳炎※ １期
生後６月から90月に至るまで
１期初回：６日以上の間隔で２回
１期追加：１期初回終了後６月以上

３～４歳に達するまで
４～５歳に達するまで

２期 ９歳以上13歳未満に１回 ９～10歳に達するまで

ヒトパピローマウイルス感染症
（子宮頸がん）

小学６年生～高校１年生
２価：１月以上の間隔で２回接種し、１回

目の接種から５月以上、かつ２回目
の接種から２月半以上に１回

４価：１月以上の間隔で２回接種した後、
３月以上に１回

中学１年生

※日本脳炎：平成７年４月２日～平成19年４月１日生まれの人は、20歳を迎えるまでにいつでも接種を受けることができます。

高齢者の肺炎球菌感染症予防接種
実施期間　平成30年４月１日～平成31年３月31日
接種費用（自己負担額）4,000円　＊生活保護受給中の方は無料
　　平成30年度の対象者は、下表１の年齢の方又は下表２の条件を満たす方です。
　 　対象となる方には４月上旬にお知らせをお送りします。同封の説明書をご覧いただき、接種を希望される方は実施
医療機関で接種を受けて下さい。

（表１）

（表２）

年齢 生年月日 年齢 生年月日 年齢 生年月日

65 Ｓ28. ４. ２～Ｓ29. ４. １ 80 Ｓ13. ４. ２～Ｓ14. ４. １ 95 Ｔ12. ４. ２～Ｔ13. ４. １

70 Ｓ23. ４. ２～Ｓ24. ４. １ 85 Ｓ８. ４. ２～Ｓ９. ４. １ 100 Ｔ７. ４. ２～Ｔ８. ４. １

75 Ｓ18. ４. ２～Ｓ19. ４. １ 90 Ｓ３. ４. ２～Ｓ４. ４. １

接種日現在に60～ 64歳で、心臓、腎臓又は呼吸器の機能に日常生活活動が極度に制限される程度の障
害を有する方及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を
有する方（身体障害者手帳1級相当）
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　現在、国保はそれぞれの市町が保険者となって運営していますが、平成30年４月からは
その運営に県も加わります。国保を将来にわたって守り続けるために、県と市町が共同で
運営していきます。

①医療給付などの国保の事業に必要なお金を各市町が納付金として県に納めます。
②県が各市町の医療水準や所得水準を基に、市町ごとに納付金を決定します。
　併せて、県は納付金の納付に必要な市町ごとの標準保険税率を示します。
③市町は県が示した標準保険税率を参考に、保険税率を決定します。

平成30年度から
国民健康保険制度が変わります

国民健康保険に
　　加入している皆様へ

制度改革による財政の安定化
県が保険者に加わり、安定的な財政運営や効率的な事業の確保などの国保運営において
中心的な役割を担い、制度の安定化を目指します。

国保の加入者は、「年齢構成が高く医療費水準が高い」「低所得者が多い」構造となって
いるため、国保税などの収入よりも医療費などで支出するお金が多く、財政が不安定な
小規模な保険者が増加している。

国保の現状と課題

見直しに伴う主な変更点

※届け出や保険税の納付などはこれまでどおりです！（制度改正に伴う手続きは不要です。）

〇これまで市町単位で行っていた保険証などの発行や、保険税の賦課・徴収などは引き続き
　市町が行います。また、保険給付や保健事業についても、従来と大きな変更はありません。
〇国民健康保険の窓口は平成30年４月以降も引き続き本町が行います。
〇保険証などは有効期限に合わせて順次新しい様式に変更していきます。
※　現在お持ちの被保険者証は、有効期限まで使用できます。
春は引っ越しや就職のシーズンです。国保に関する手続きは早めに行いましょう。
（国保取得・喪失の際は、原則14日以内にお届けを！）
※届け出が遅れると保険料の二重払いや医療費の返還を求められることがあります。

国保特有の問題を
解決するための
改正なんだ！

何が変わるの？

【問い合わせ先】　町民課　保険事業係　☎42-1113

　告知端末から、「ＦＭがいや」を聴くことができるようになります。操
作方法は、以下のとおりです。開始日は、３月下旬頃から試験放送を行い、
３月30日から放送となります。
　なお、聴いている最中でも、地域コミュニティ放送や緊急放送が優先し
て流れますので、ご了承ください。

【操作方法】
　告知端末右下の放送選択スイッチ（灰色のつまみ）を回して、３に合わ
せる。
　なお、通常時は、ＯＦＦに合わせてください。（定時放送や、緊急放送
等は流れます。）

【問い合わせ先】　ふるさと創生課　企画調整グループ　☎42-1116

告知端末の新たなチャンネル放送について

放送選択スイッチ（ロータリースイッチ）
ＯＦＦ→通常時
　１ →鬼北町定時放送再放送チャンネル
　２ →松野町定時放送チャンネル
　３ →ＦＭがいやチャンネル（新）
４，５→未使用
※ＯＦＦ又は２に設定することで松野町の
　放送が流れます。
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広見川水系の水質調査結果について
広見川水系水質検査結果 採水日　平成30年２月28日

河川名
項　　目

水素イオン濃度
（ＰＨ）

浮遊物質
（ＳＳ）

生物化学的
酸素要求量
（ＢＯＤ）

溶存酸素量
（ＤＯ） 大腸菌群数

過マンガン酸
カリウム消費量
（KMnＯ4消費量）

濁　　度

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

観測点／基準値 6.5以上～
8.5以下 25㎎／ℓ以下 2.0㎎／ℓ以下 7.5㎎/ℓ以上 1,000MPN

／100㎖以下 参考値 参考値

広 見 川

五 郎 丸 橋 7.42 1未満 0.88 11.26 24,000 1.6 1.3

大 門 橋 7.34 1未満 0.89 10.63 24,000 1.9 1.2

真 土 橋 7.33 1未満 0.74 11.62 4,900 2.5 1.4

鰯 川 鰯 川 河 口 7.15 1未満 0.38 11.32 24,000 1.6 0.6

石ヶ内川 豊岡めがね橋 7.39 1未満 1.18 11.32 35,000 1.6 0.8

延 行 川 谷 口 橋 7.52 1未満 0.48 12.67 3,300 1.6 0.8

奥 野 川 奥 野 川 河 口 7.41 1未満 0.23 13.28 24,000 0.9 0.5

堀 切 川 Ｊ Ｒ 鉄 橋 7.32 3.5 0.76 10.62 13,000 2.2 2.1

目 黒 川 寺 橋 6.98 1未満 0.12 11.20 330 0.9 0.2

家 地 川 県 境 7.41 1未満 0.38 15.36 17,000 0.9 0.4
※生活環境の保全に関する環境基準（環境省）「河川：類型Ａ」（①～⑤該当：水道２級、水産１級、水浴が出来るもの）を基準値に設定しています。
　水道２級：沈殿ろ過等による通常の浄水操作を行うもの　　水産１級：ヤマメ・イワナ等貧腐水性水域（河川上流部）の水産生物用
　　　　　　の部分が上記環境基準に適合していない箇所です。

「みんなの川です、川を汚さないようにしましょう。」

① 水素イオン濃度（ＰＨ） 酸性、アルカリ性を示す指標で、「７」は中性、「７」を超えるとアルカリ性、「７」未満では酸性を示します。水温によって変動し、極端なアルカリ性化、酸性化は河川に生息する水生生物等に悪影響を及ぼします。

② 浮　遊　物　質（ＳＳ） 溶けないで水中に浮遊している粒径２㎜以下の物質の量で、数値が高いほど水が濁っている状態です。浮遊物質が多いとヘドロ等がたまったり、魚介類に悪影響を及ぼします。

③ 生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ） 水中にある有機物を、好気性微生物が分解するときに消費する溶存酸素の量です。河川の汚濁の度合いを示す代表的な指標で、この数値が大きいほど川が汚れていることになります。

④ 溶 存 酸 素 量（ ＤＯ ）
水中に溶解している酸素の量のことで、濃度が低下すると好気性微生物の活動が抑制され水域の浄化作用が
低下します。
酸素の無い川や少ない川では、悪臭が発生し、魚介類は生存できなくなります。

⑤ 大 腸 菌 群 数
一般的に糞便汚染の指標とされていますが、この大腸菌群には大腸菌とよく似た性質の無害な菌も含まれて
います。
自然界（土壌・湖沼・河川・生物など）にも多く存在します。

⑥ 過マンガン酸カリウム消費量（KMn04消費量） 被酸化性物質である有機物等（一部無機質も含む）によって消費されるの過マンガン酸カリウム消費量のことで、有機物等が多いと数値が高くなります。（水道水質基準値は10㎎/ℓ、快適水質目標値は3㎎/ℓ）

⑦ 濁 　 度
水の濁りの程度を数値で表したものです。
 一般的に河川の上流部では１～10度で、下流に行くに従って50～90度程度になります。（水道水質基準値は２
度以下）

　看護週間行事として、１日看護体験の参加者を募集しています。どなたでも参加できますので、ぜひご応募ください。

実施日 実施施設名 募集人数 住　　　　　所 受付・問い合わせ先

５月12日㈯
市 立 宇 和 島 病 院 10 798-8510 宇和島市御殿町1-1 看護部
ＪＣＨＯ宇和島病院 12 798-0053 宇和島市賀古町2-1-37 看護課（松岡君代）
鬼北町立北宇和病院 20 798-1392 鬼北町近永455-1 看護課

５月13日㈰ 宇和島徳州会病院 10 798-0003 宇和島市住吉町2-6-24 看護部
６月２日㈯ 旭川荘南愛媛病院 15 798-1393 鬼北町永野市1607 重症心身障害者病棟（谷口）

【応募方法】　 往復ハガキに「ふれあい看護体験参加希望」と明記のうえ、①住所、②氏名（フリガナ）、③年齢、④性別、
⑤職業（学生は学校・学年）、⑥電話番号、⑦洋服・靴サイズ、⑧中学生・高校生の場合は学校の許可
の有無を記入のうえ、各施設に直接申込み。（中学生・高校生の場合は学校の許可が必要です。）

【締　　切】　４月20日㈮必着
【問い合わせ先】　各施設の受付・問い合わせ担当窓口まで

平成30年度「ふれあい看護体験」の参加者募集
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※ 休日当番医は、変更になることがありますので、新聞や電話等で確認し、 
事前に症状を説明し受診しましょう。

4月の森の国行事予定表

ＰＥＴボトル びん・かん

月

火

水 町内全域

木

金

※上 　家　 地…第２・第４水曜日
　吉野葛川地区…第１・第３水曜日

不　燃　物 資　源
月 松丸・吉野・蕨生・奥野川

火

水

木

金 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

※上　 家 　地…第１・第３金曜日
　吉野葛川地区…第２・第４月曜日

可　燃　物
月 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

火 松丸 ･吉野 ･蕨生 ･奥野川

水

木 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

金 松丸・吉野・蕨生・奥野川

※吉野葛川地区…毎週火曜日

ごみ収集日程表

古　紙　類
月

火  延野々 ･豊岡 ･富岡 ･上家地 ･目黒

水

木  松丸・吉野・蕨生・奥野川

金

※上 　家　 地…第２火曜日
　吉野葛川地区…第１木曜日

混ぜればゴミ！
　　　分ければ資源！
ゴミの減量化に
　　ご協力ください！
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日 曜
日 予　　定

１ 日 第29回まつの桃源郷マラソン大会 当 友松外科・胃腸科☎22-0410当和霊町松浦内科☎23-1510
当こおり小児科☎24-5633当篠 原 医 院☎45-3370

２ 月

３ 火 保育園入園式

４ 水

５ 木

６ 金 春の交通安全運動（～15日）
自動車パレード及び人の輪作戦／虹の森公園前他

７ 土

８ 日 当 河野整形外科クリニック☎22-1822当 田中循環器科内科☎22-0504
当 上田小児科･外科☎25-0100当 鬼北町国保三島診療所☎48-0074

９ 月 小学校入学式

10 火 中学校入学式

11 水 交通安全マスコット配布（松丸保育園児）／役場前（10時～）※天候により変更有

12 木 交通安全マスコット配布（吉野生保育園児）／伊井公園前（10時～）※天候により変更有

13 金

14 土

15 日 当加藤整形外科☎22-7111当 宇都宮内科胃腸科☎25-7228
当 やくしとこどもｸﾘﾆｯｸ☎24-1386当 鬼北町日吉診療所☎44-2250

16 月

17 火

18 水

19 木

20 金 自衛官募集説明会／役場庁舎1階ロビー（10時～ 16時）

21 土

22 日 当二宮整形外科☎25-8600当松澤循環器内科☎25- 5858
当山下小児科☎23-0055当富 山 医 院☎45-0360

23 月

24 火

25 水

26 木 滑床渓谷山開き

27 金

28 土

29 日 昭和の日 当小川クリニック☎23-3599当笹 岡 内 科☎24-3886
当こおり小児科☎24-5633当 旭川荘南愛媛病院☎45-1101

30 月 振替休日 当 上甲外科クリニック☎25-5811当 吉田内科泌尿器科医院☎25-1330
当こばやし小児科☎23-1150当市立津島病院☎32-2011
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